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《補正予算》平成28年度　補正予算の概要

23

①畜産業生産振興費……………………………………………………………………５９，７９２千円
・肉用牛の飼養規模拡大を図るため、日向農協が繁殖センター、畜舎等を整備し、畜産農家が
畜舎、堆肥舎を借り受ける。
【南郷】牛舎６７０㎡／堆肥舎１４０㎡／導入牛１２頭１９，６０７千円
【西郷】牛舎８３６㎡／堆肥舎１８０㎡／導入牛　４頭１９，１１４千円
　　　　繁殖センター（２棟）７８５㎡　　　　　　　２１，０７１千円
②がけ地近接等危険住宅移転事業補助金……………………………………………１２，４８０千円
【南郷１戸】５，８００千円　【北郷１戸】６，６８０千円
③再生可能エネルギー施設導入事業計画策定業務委託料…………………………１０，２８６千円
　西郷の大内原ダム湖を利用した温度差エネルギー（※河川や海水、地下水等の水温と大気温
との差から得られるエネルギー）利用について、調査及び計画を策定する。
④平成２８年度臨時福祉給付金…………………………………………………………７，２００千円
・住民税非課税の者で、課税されている者の扶養親族を除く。
対象者２，３００名／１人につき３千円（６，９００千円）
・平成２８年度臨時福祉給付金支給対象者のうち、障害基礎年金または遺族基礎年金を受給し
ている者
対象者１０名／１人につき３０千円（３００千円）

会　　計　　別 補　正　予　算　額 補  正  後  予  算  額

一　般　会　計

国 民 健 康 保 険 事 業

簡 易 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

国民健康保険診療所事業

国民健康保険病院事業（資本的収支）

６，０３９万円

５３４万円

１８２万円

１２６万円

４５万円

※０万円

８１億９，３０１万円

１３億４，３５５万円

３億９，８５０万円

１億１，８６３万円

３億５，０６９万円

８，６０９万円

（歳　出）

※予算の組み替えのみ

　

平
成
28
年
６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
８
日
～
10
日
ま
で
の
３
日
間
開
催
さ
れ
、
条
例
の
改
正
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
補
正
予
算
等
16
件
の
議
案
等
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

石峠レイクランド（大内原ダム湖）  繁殖センター建設予定地（西郷下鶴地区）

美郷町個人情報保護条例の一部を改正する条例

美郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

《条　例　改　正》

《一般会計歳出の主なもの》

　個人情報の開示の請求は本人と未成年または成年被後見人の法廷代理人に限られている
ことから、成年後見制度を利用していない高齢者等が開示請求を行うことができるように
改正するもの。

　国民健康保険事業を健全かつ安定的に運営するため税率の改正を行うもの。
①国民健康保険税課税限度額　　【医療分】５２万円　→　５４万円へ引上げ

【後期高齢者支援分】１７万円　→　１９万円へ引上げ
②減額（５割または２割軽減）の対象となる世帯の所得基準額の引上げ
③１世帯あたり保険税　１１，７５３円（ 8.49％）引上げ
　１人あたり保険税　　　９，３３７円（10.62％）引上げ

特　

別　

会　

計■請　　願
　請願第６号　「治安維持法犠牲者への謝罪と賠償を求める意見書」採択の請願
　�　１９２５年に制定された治安維持法により国民主権、戦争反対を唱え弾圧を受けた多くの国民、政党、宗教家
等の名誉は今もなお回復されていないことから、国へ「治安維持法犠牲者への国家賠償法（仮称）」を制定し、
犠牲者に謝罪と賠償を行うよう要求する意見書を採択し、関係機関への送付を求めるもの。

　　審査の結果　　平成２７年１２月　９日　委員会審査
　　　　　　　　　平成２７年１２月１０日　継続審査（第４回定例会）
　　　　　　　　　平成２８年　３月１８日　継続審査（第１回定例会）
　　　　　　　　　平成２８年　６月１０日　不採択　

　請願第２号　「年金削減の中止を求める意見書」の採択を求める請願
　�　貧困化が深刻に進む中で、国は年金を下げ続ける「マクロ経済スライド」の制度により、この先 30 年も年金
を引き下げ続けようとしている。よって、年金削減を取り止め、そのための「マクロ経済スライド」廃止を求め
る意見書を採択し、関係機関への送付を求めるもの。

　　審査の結果　　平成２８年　３月　８日　委員会審査
　　　　　　　　　平成２８年　３月１５日　委員会審査
　　　　　　　　　平成２８年　３月１８日　継続審査（第１回定例会）
　　　　　　　　　平成２８年　６月１０日　採択

■意　見　書
　発議第３号　年金削減の中止を求める意見書
　�　一昨年４月に消費税が増税されて以降、物価が上がり続け、国民の生活はますます苦しくなってきています。
　日本における年金受給者の多数派は低年金者です。
　�　とりわけ、一人暮らしの高齢者の生活は厳しさを増しています。物価が上がればそれに応じて年金を引き上げ、
その価値を維持する「物価スライド」の制度があります。
　　しかし、年金を下げ続ける「マクロ経済スライド」の制度が昨年度から本格的に始まりました。
　�　「平成２６年度財政検証」によると、政府・厚生労働省は、この仕組みを使って、この先３０年も年金を引き
下げ続けようとしています。
　�  年金の引き下げは、地域経済と地方財政にも大きな打撃を与えるものです。年金引き下げの中止は、国民の切
実な願いであり、将来の高齢者である現役世代の方々にとっても同様です。
　  よって政府におかれましては、年金削減の中止に特段のご配慮を頂きますよう強く要望します。
　　　　　　　　　　　　
　　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出します。
　　　　　　平成２８年６月１０日　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県美郷町議会

　　意見書提出先
　　　　内閣総理大臣　　厚生労働大臣
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①
熊
本
地
震
の
時
、
美
郷
町
で
は
震
度
５

強
を
観
測
し
た
。
町
の
地
震
対
策
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

【
答
】
建
築
物
の
耐
震
等
既
存
の
公
共
施

設
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
し

て
い
る
。
各
避
難
所
に
は
備
蓄
食
料
品
と

マ
ッ
ト
や
毛
布
を
準
備
し
て
い
る
。
３
月

に
は
防
災
会
議
を
開
い
て
防
災
計
画
書
を

整
備
し
た
。

②
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
工
事
の
内
容
に

つ
い
て
、
広
報
は
基
よ
り
、
回
覧
板
や
職

員
に
よ
る
広
報
み
さ
と
の
配
布
時
に
該
当

す
る
住
宅
に
説
明
し
て
周
知
を
図
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

【
答
】
今
後
は
広
報
配
布
時
に
職
員
に
よ

る
周
知
を
し
っ
か
り
行
う
。

③
美
郷
町
指
定
避
難
所
及
び
清
翠
園
等
公

共
施
設
の
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
工
事
は

完
了
し
て
い
る
か
。

【
問
】
北
郷
の
町
民
の
代
表
者
に
よ
る
跡

地
利
用
検
討
会
議
が
開
催
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
の
経
過
を
伺
う
。
ま
た
、
１
０
８
名

の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、
屋
外
ス

ポ
ー
ツ
施
設
、
宇
納
間
地
蔵
大
祭
の
駐
車

場
、
社
会
福
祉
施
設
、
ミ
ニ
公
園
の
設
置

が
多
く
要
望
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
を
ど
う

捉
え
ら
れ
た
か
。

【
答
】
多
目
的
施
設
で
の
利
用
が
良
い
の

で
は
と
思
う
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
意

見
を
尊
重
し
な
が
ら
結
論
を
出
し
た
い
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
旧
北
郷
小

跡
地
が
良
い
と
思
う
の
で
、
県
中
学
校
秋

季
体
育
大
会
に
間
に
合
う
よ
う
教
育
委
員

会
に
指
示
し
て
い
る
。
早
急
に
提
案
し
た

い
。

【
問
】
定
住
対
策
に
つ
い
て

住
み
良
い
心
豊
か
な
町
を
目
指
さ
れ
て
い

る
中
、
Ⅰ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｊ
タ
ー

ン
者
の
定
住
決
定
阻
害
要
因
と
そ
の
解
消

対
策
、
住
居
、
雇
用
対
策
に
つ
い
て
、
ま

た
農
地
法
第
３
条
の
農
地
取
得
下
限
面
積

は
美
郷
町
40
ア
ー
ル
で
あ
る
が
、
こ
の
面

積
が
妥
当
か
伺
う
。

【
答
】
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
開
設
し
た
。

各
種
団
体
と
連
携
し
て
移
住
対
策
を
し
っ

か
り
行
っ
て
い
く
。
下
限
面
積
は
農
業
委

員
会
で
検
討
中
で
あ
る
。

【
問
】
住
民
提
案
型
の
ま
ち
、
人
、
心
が

輝
く
美
し
い
郷
づ
く
り
事
業
は
３
年
間
で

終
了
す
る
が
、
こ
の
事
業
の
評
価
と
継
続

は
で
き
な
い
か
。

【
答
】
３
年
間
で
26
事
業
を
採
択
し
た
。

初
期
目
標
は
達
成
し
た
と
評
価
し
た
。
こ

の
事
業
を
ど
う
す
る
か
は
検
討
し
た
い
。

甲斐　栄  議員

新玉　卓教  議員

地
震
対
策
に
つ
い
て

旧
北
郷
小
学
校
跡
地
利
用
に

つ
い
て

旧北郷小学校跡地

提出された議案と審査結果

議案番号

報告第　２号

承認第　２号

承認第　３号

承認第　４号

承認第　５号

承認第　６号

議案第４８号

議案第４９号

議案第５０号

議案第５１号

議案第５２号

議案第５３号

議案第５４号

議案第５５号

議案第５６号

議案第５７号

請願第　６号

請願第　２号

発議第　３号

議 案 名

平成27年度繰越明許費の報告について

美郷町税条例等の一部を改正する条例の専決処分（専決第2号）の承認を求めることについて

美郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分（専決第3号）の承認を求めることについて

平成27年度美郷町一般会計補正予算（第9号）の専決処分（専決第5号）の承認を求めることについて

平成27年度美郷町介護保険事業特別会計補正予算（第4号）の専決処分（専決第6号）の承認を求めることについて

美郷町個人情報保護条例の一部を改正する条例

美郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

美郷町教職員住宅条例の一部を改正する条例

美郷町営賃貸住宅条例の一部を改正する条例

平成28年度美郷町一般会計補正予算（第1号）

平成28年度美郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）

平成28年度美郷町簡易水道事業特別会計補正予算（第1号）

平成28年度美郷町農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）

平成28年度美郷町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第1号）

平成28年度美郷町国民健康保険病院事業会計補正予算（第1号）

「治安維持法犠牲者への謝罪と賠償を求める意見書」採択の請願

「年金削減の中止を求める意見書」の採択を求める請願

年金削減の中止を求める意見書

審査結果

（報　告）

承認（全員一致）

承認（賛成多数）

承認（全員一致）

承認（全員一致）

承認（全員一致）

可決（全員一致）

可決（賛成多数）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（賛成多数）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

不採択（賛成少数）

採択（全員一致）

可決（全員一致）

議案の表決結果（上記結果のうち全員一致を除く）　　●反対

承認第 3号　美郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決
処分（専決第3号）の承認を求めることについて

議案第49号　美郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

議案第53号　平成28年度美郷町国民健康保険事業特別会計補正予算
（第１号）

請願第 6号　 「治安維持法犠牲者への謝罪と賠償を求める意見書」
採択の請願 ● ● ● ● ● ● ●

●

●

●

● ● ●

議案名
議員名

新
玉
卓
教

小
田
照
男

甲
斐　

栄

小
路
文
喜

園
田
義
彦

甲
斐
勲
一

甲
斐
秀
徳

富
井
裕
瑞

黒
田
仁
志

尾
上
忠
保

那
須
富
重

美郷町固定資産評価審査委員会条例及び行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備等に
関する条例の一部を改正する条例の専決処分（専決第４号）の承認を求めることについて
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【
答
】
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
施

設
は
現
行
の
耐
震
基
準
に
対
応
し
て
い
な

い
。
昭
和
56
年
以
後
に
建
築
し
た
施
設
は

耐
震
基
準
に
対
応
し
て
い
る
。

④
庁
舎
建
設
の
擁
壁
に
支
持
杭
を
施
行
す

る
の
か
。

【
答
】
土
質
調
査
を
し
た
ら
、強
度
は
保
っ

て
い
る
。

⑤
新
庁
舎
棟
と
職
員
休
憩
棟
に
エ
キ
ス
パ

ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
（
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

逃
す
）
の
取
り
付
け
は
し
な
い
の
か
。

【
答
】
技
術
的
な
こ
と
は
設
計
事
務
所
が

把
握
し
て
い
る
。

【
問
】
道
路
補
修
工
事
に
つ
い
て

①
町
道
、
林
道
の
補
修
工
事
の
施
工
内
容

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
答
】
舗
装
路
面
の
破
損
及
び
凹
凸
箇
所

慎
重
な
検
討
、
判
断
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

【
答
】
財
政
的
な
こ
と
も
十
分
考
え
て
い

る
。
平
成
30
年
の
本
格
運
用
に
向
け
、
検

証
委
員
会
に
お
い
て
も
慎
重
に
審
議
検
討

を
行
っ
て
い
く
。

【
問
】
財
産
管
理
に
つ
い
て

町
が
借
り
上
げ
て
い
る
民
有
地
の
中
で
も

借
地
料
が
か
な
り
高
額
な
箇
所
も
見
受
け

ら
れ
る
。
購
入
す
る
よ
う
な
対
策
は
出
来

な
い
も
の
か
。
ま
た
、
町
有
地
を
貸
し
付

け
し
て
い
る
箇
所
で
、
借
主
が
購
入
を
希

望
す
る
場
合
、
売
却
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

【
答
】
購
入
は
相
手
も
い
る
こ
と
だ
が
、

土
地
を
い
つ
ま
で
も
借
り
て
い
る
の
は
い

け
な
い
と
考
え
て
い
る
。
基
本
的
に
は
買

い
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
、
何
ら
か
の

対
応
を
し
て
い
き
た
い
。
町
有
地
の
売
却

に
つ
い
て
は
、
場
所
等
に
も
よ
る
が
、
町

有
地
と
し
て
今
後
利
用
す
る
こ
と
が
な
け

れ
ば
可
能
と
考
え
る
。

を
補
修
す
る
。

②
町
道
、
林
道
の
急
勾
配
や
急
カ
ー
ブ
箇

所
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

【
答
】
技
術
担
当
者
と
協
議
す
る
。

【
問
】
飲
料
水
供
給
施
設
に
つ
い
て

美
郷
町
は
高
齢
化
率
が
高
く
、
管
理
面
か

ら
も
、
公
道
か
ら
浄
水
場
ま
で
の
道
路
舗

装
は
で
き
な
い
か
。

【
答
】
施
設
整
備
事
業
で
地
元
か
ら
申
請

が
あ
れ
ば
、
地
元
負
担
は
10
％
で
１
件

20
万
円
以
内
を
補
助
す
る
。

【
問
】
現
在
の
救
命
士
同
乗
に
よ
る
搬
送

業
務
は
平
成
30
年
度
末
ま
で
に
西
郷
地
域

を
含
め
町
内
全
域
で
行
う
計
画
で
あ
る
が
、

北
郷
、
南
郷
と
同
様
な
体
制
で
行
う
も
の

か
。
重
要
か
つ
必
要
な
業
務
で
は
あ
る
が
、

将
来
的
な
町
の
財
政
面
も
考
慮
し
な
が
ら

①
町
営
住
宅
等
で
利
用
さ
れ
て
い
な
い
空

家
が
29
戸
あ
る
。
移
住
、
定
住
促
進
の
た

め
住
宅
の
確
保
を
図
る
と
し
て
、
民
間
住

宅
を
対
象
に
空
家
利
用
推
進
事
業
補
助
金

を
交
付
す
る
等
の
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
前
に
空
い
て
い
る
町
営
住
宅

等
の
活
用
を
優
先
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
】
老
朽
化
し
て
い
る
等
の
町
営
住
宅

は
、
要
望
が
あ
れ
ば
払
い
下
げ
る
等
し
て
、

民
間
の
空
家
も
含
め
て
利
活
用
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
若
者
の
移
住
、
定
住
を
進
め
る
上
で
住

宅
使
用
料
（
家
賃
）
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

子
育
て
を
支
援
す
る
上
か
ら
も
、
子
ど
も

数
に
応
じ
て
家
賃
を
助
成
す
る
と
い
っ
た

積
極
的
な
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
答
】
入
居
者
の
所
得
に
差
が
あ
る
等
難

し
い
問
題
が
あ
る
が
、
公
営
住
宅
法
に
触 小田　照男  議員

①
本
町
の
被
害
状
況
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て

【
答
】
南
郷
で
は
茶
屋
越
ト
ン
ネ
ル
内
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
落
下
、
西
郷
で
は
峰
区

柿
の
迫
地
区
、
上
区
、
中
区
、
下
区
の
宅

地
の
庭
や
倉
庫
等
に
被
害
が
集
中
し
て
お

り
、
町
単
事
業
で
対
応
し
た
い
。
ま
た
、

県
へ
も
連
絡
し
調
査
中
で
あ
る
。

②
西
郷
に
断
層
が
あ
る
と
聞
く
。
震
源
地

に
も
な
り
得
る
が
、
田
代
小
や
新
庁
舎
は

大
丈
夫
か
。

【
答
】
新
庁
舎
は
十
分
に
配
慮
し
た
設
計

を
し
て
い
る
。
田
代
小
は
状
況
を
把
握
し

て
い
る
の
で
、
学
校
と
し
て
は
対
応
は
考

え
て
い
る
と
思
う
。
過
去
の
揺
れ
か
ら
大

丈
夫
だ
と
思
う
。
町
と
し
て
も
対
策
を
講

じ
た
い
。

③
防
災
計
画
、
避
難
訓
練
等
で
、
も
っ
と

地
震
想
定
の
も
の
を
し
た
ほ
う
が
良
い
の

で
は
。

【
答
】
今
後
検
討
し
て
い
く
。

④
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
も
想
定
す
る

べ
き
。
日
向
市
、
門
川
町
か
ら
の
避
難
も

考
え
ら
れ
る
。連
携
を
含
め
本
町
の
対
応
は
。

【
答
】現
在
は
特
に
話
し
て
い
な
い
。
今
後
、

広
域
的
会
議
等
を
通
じ
相
談
し
て
い
く
。

⑤
町
内
に
あ
る
危
険
建
造
物
の
対
策
を
と

る
べ
き
で
は
。

【
答
】
解
体
す
べ
き
建
物
は
、
計
画
的
に

順
次
解
体
し
て
い
く
。

⑥
南
郷
の
運
動
公
園
の
照
明
設
備
も
危
険

な
状
態
で
あ
る
。
早
急
な
対
応
を
。

【
答
】（
町
長
）
現
在
の
見
積
り
は
大
き
な

金
額
で
あ
る
が
、
早
急
な
対
応
が
必
要
だ

と
考
え
る
。

（
教
育
長
）
今
回
の
地
震
で
よ
り
危
険
と

考
え
る
。
町
長
部
局
と
検
討
し
て
行
く
。

⑦
鬼
神
野
運
動
公
園
の
照
明
も
危
険
で
あ

る
。
撤
去
し
て
ほ
し
い
。

【
答
】
地
元
住
民
へ
の
説
明
も
踏
ま
え
て
、

今
後
対
応
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
農
林
業
の
振
興
策
に
つ
い
て

①
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
集
積
に
つ
い
て

集
積
所
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
木
炭
原
料

等
の
集
荷
に
も
結
び
付
く
と
考
え
る
が
。

【
答
】
発
電
所
自
体
の
自
助
努
力
と
、
町

内
林
家
の
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
な
が
ら
民
間

業
者
等
と
も
協
議
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

く
。

②
造
林
用
苗
木
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
生

産
体
制
が
重
要
だ
が
、
そ
の
対
応
は
。

【
答
】
町
内
苗
木
農
家
に
後
継
者
が
帰
っ

て
き
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
農
家
の
育
成

に
努
め
た
い
。

③
Ｊ
Ａ
の
指
導
体
制
に
つ
い
て
、
本
店
、

一
部
の
支
店
に
指
導
員
が
集
中
し
て
い
る
。

端
々
は
見
捨
て
ら
れ
た
印
象
を
持
っ
て
い

【
答
】
早
く
処
分
し
た
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ

に
２
千
万
円
弱
か
ら
５
千
万
円
も
の
経
費

を
要
す
る
。
ま
た
、
焼
却
場
に
つ
い
て
は
、

国
の
補
助
事
業
で
建
設
し
て
い
る
こ
と
や

有
害
物
質
の
処
理
の
こ
と
も
あ
り
、
す
ぐ

に
は
で
き
な
い
。
ま
ず
は
旧
南
郷
中
央
公

民
館
か
ら
手
を
つ
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

れ
な
い
住
宅
を
活
用
す
る
等
し
て
進
め
て

い
く
。

③
教
職
員
住
宅
の
空
家
が
町
内
に
７
戸
あ

る
。
そ
の
要
因
は
何
か
。
ま
た
、
勤
務
地

に
住
む
こ
と
で
充
実
し
た
教
育
が
出
来
る

し
、
過
疎
対
策
で
も
あ
る
。
教
育
長
の
強

い
指
導
が
望
ま
れ
る
が
。

【
答
】（
教
育
長
）
個
人
の
事
情
も
あ
る
が
、

老
朽
化
等
に
よ
り
入
居
を
見
合
わ
せ
て
い

る
状
況
も
あ
る
。
今
後
も
家
族
共
に
居
住

す
る
よ
う
校
長
を
通
じ
て
指
導
し
て
い
く
。

④
町
外
に
住
む
町
職
員
の
定
住
は
よ
り
重

要
で
あ
る
。
そ
の
対
策
は
。

【
答
】
機
会
あ
る
ご
と
に
話
を
し
て
い
る
。

今
後
も
し
っ
か
り
指
導
し
て
い
く
。
議
員

か
ら
も
積
極
的
に
声
を
上
げ
て
い
た
だ
き

た
い
。

【
問
】
老
朽
化
し
て
危
険
な
旧
南
郷
中
央

公
民
館
や
町
営
住
宅
等
、
廃
校
と
な
っ
た

校
舎
、
広
域
処
理
で
不
要
に
な
っ
た
ゴ
ミ

焼
却
場
等
は
、
景
観
上
か
ら
し
て
、
ま
た
、

観
光
施
設
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
観

光
振
興
に
も
支
障
が
あ
る
。
更
に
熊
本
地

震
等
を
考
慮
す
れ
ば
人
的
被
害
も
十
分
起

こ
り
得
る
等
か
ら
放
置
し
て
お
く
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
年
次
的
、
具
体
的
な
計
画

の
下
に
早
急
に
処
分
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

新庁舎建設予定地

園田　義彦  議員

救
急
搬
送
体
制
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
利
活
用
・
処
分

に
つ
い
て

黒田　仁志  議員

熊
本
地
震
の
被
災
状
況
及
び

地
震
対
策
に
つ
い
て

旧南郷中央公民館
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■総務常任委員会
○調査日及び目的
　平成 28 年６月 17 日（金）
　町内地震被害状況及びレイクランド西郷の経営状況について
○調査の結果・考察
　地震の被災現場である茶屋越トンネル（南郷鬼神野）、西郷峰区及び西郷下
区の家屋周辺の地盤低下現場を視察した。地盤低下は大きいものがあり、所
管課による経過観察を続けることで、災害の未然防止を図る必要がある。
　また、レイクランド西郷の経営状況、課題について説明を受けた。全体的
には単年度黒字であり経営改善が進む一方で、入浴者数の減少、レストラン
部門の赤字の問題等、今後その解消に向けた具体策を講じて行く必要がある。

■文教厚生常任委員会
○調査日及び目的
　平成 28 年５月 18 日（水）
　教育委員会所管主要事務事業の進捗状況について
○調査の結果・考察
　熊本地震による田代小学校校舎屋根の被害状況を調査後、課題となってい
る小中一貫校推進の現状と生涯学習の取り組み等について調査を行った。
　生涯学習は幅広い事務事業を展開しているが、いずれも地域に定着し成果
を上げており、今後も更なる指導力発揮のため、生涯学習分野の職員体制強
化を求める。
　また、学校教育の充実については、南学園、北学園では、小中一貫教育に
よるその成果が顕著に表れていることから、学力向上、向学心に欠かせない
方策とするならば、積極的姿勢で西郷地区でも小中一貫校の実現に取り組む
べきと考察する。

■産業建設常任委員会
○調査日及び目的
　平成 28 年５月 12 日（木）
　宮崎県林業技術センターの概要と研究内容及びみやざき林業青年アカデ
ミーの状況把握
○調査の結果・考察
　本県の林業の根幹を担う林業技術研究機関である県林業技術センターの概
要及び研究内容について西山所長等から説明を受け、また、みやざき林業青
年アカデミーの授業風景を参観し、意見交換を行った。
　センターでは杉のコンテナ苗の研究を初めとした多様な研究が行われてい
た。各種研修も開催され、林業担い手の養成機関としても成果を上げている。
　本町も県内有数の林業地であることから、行政としての連携協力はもちろ
んのこと、町民にもより広く知っていただき、研究課題の提供やその成果の
実践、また、鳥獣被害対策支援センターを一層活用していくことが大切であ
ると感じた。

　平成 28 年６月 14 日（火）に、町長と全議員参加により日向土木事務所への
要望活動を実施し、関係する下記事項についての実状を訴え、支援を要望し
ました。
【国道 388 号】
①美郷町西郷から南郷間の美郷トンネル取付道路の早期完成
②門川町庭谷から美郷町北郷黒木間の早期事業化
③美郷町南郷・牛山２工区の早期完成
④美郷町南郷鬼神野から椎葉村大河内間の改良整備促進
【国道 446 号】
�①東郷町多武の木から児洗間のバイパス開設のための調査費の予算化　　
【県道西都・南郷線】
①美郷町南郷上渡川門田橋から荒木谷橋間の整備促進
【県道宇納間・日之影線】
①美郷町北郷宇納間小原から日之影町中崎間の 1.5 車線的整備促進
【急傾斜地崩壊対策事業の整備促進】
①急傾斜地災害の未然防止のための対策事業の推進
【治水事業の整備促進】①一級河川小丸川の堆積土砂の除去　

茶屋越トンネル被害状況調査

田代小学校校舎屋根被害状況調査

県林業技術センター概要等説明

小路　文喜  議員

【
問
】
平
和
憲
法
の
象
徴
と
も
言
え
る
９

条
を
変
え
る
議
論
と
か
政
権
党
に
都
合
の

悪
い
放
送
を
す
れ
ば
電
波
停
止
と
か
、
子

ど
も
の
貧
困
対
策
等
を
考
え
る
時
、
憲
法

の
平
和
主
義
、
人
権
規
定
等
が
生
き
る
政

治
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

【
答
】
戦
争
の
放
棄
を
掲
げ
る
憲
法
９
条

は
世
界
に
誇
り
得
る
も
の
、
健
康
で
文
化

的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
も
制

度
利
用
で
守
る
必
要
が
あ
り
、
集
会
、
結

社
及
び
言
論
、
出
版
そ
の
他
一
切
の
表
現

の
自
由
は
、
こ
の
条
項
に
沿
っ
て
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

【
問
】
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
上
げ
が

続
い
て
い
る
が
、
町
民
の
暮
ら
し
を
守
る

立
場
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ

を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

【
答
】
医
療
費
を
下
げ
る
た
め
の
保
健
事

業
を
実
施
す
る
と
共
に
、
町
民
の
負
担
を

減
ら
す
た
め
に
国
保
会
計
に
お
金
を
繰
り

入
れ
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

【
問
】
新
庁
舎
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

構
造
や
立
地
に
つ
い
て
、
今
回
の
地
震
等

も
参
考
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

【
答
】
東
北
大
震
災
等
を
参
考
に
設
計
を

行
っ
て
お
り
、
立
地
共
に
安
全
と
考
え
る
。

【
問
】
観
光
政
策
の

一
環
と
し
て
、
Ｗ

ｉ
Ｆ
ｉ
フ
リ
ー
ス

ポ
ッ
ト
の
設
置
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ス
マ
ホ
版
の
開
設

等
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

【
答
】
前
向
き
に
調
査
研
究
し
て
お
り
、

実
施
の
方
向
で
検
討
す
る
。

減
少
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
頭
数
の
維

持
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
と
も

積
極
的
な
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

【
問
】
日
向
市
か
ら
椎
葉
村
に
至
る
国
道

４
４
６
号
線
と
国
道
３
８
８
号
線
の
改
良

工
事
の
あ
り
方
に
つ
い
て

①
早
期
事
業
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
国
道

３
８
８
号
線
門
川
町
庭
谷
か
ら
美
郷
町
黒

木
間
及
び
国
道
４
４
６
号
線
の
改
良
、
整

備
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

【
答
】
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
早
期
整
備
を

目
指
し
、
要
望
活
動
を
続
け
て
い
く
。
特

に
庭
谷
黒
木
間
の
早
期
着
工
が
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
国
道
４
４
６

号
は
、
一
次
改
良
は
終
え
て
い
る
が
、
か

な
り
の
カ
ー
ブ
が
あ
る
。
併
せ
て
今
後
の

改
良
に
つ
い
て
進
め
て
い
き
た
い
。

②
今
後
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
も
想
定
さ
れ

る
が
、
避
難
道
路
と
し
て
の
整
備
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
避
難
道
路
と
し
て
の
整
備
は
必
要

だ
と
考
え
る
。
道
路
整
備
が
進
め
ば
、
災

害
時
の
避
難
道
路
と
し
て
も
活
用
で
き
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
ま
ず
は
整
備
へ
向
け

た
要
望
活
動
を
し
っ
か
り
と
行
い
た
い
。

る
。
町
と
し
て
の
対
応
は
。

【
答
】
集
約
す
る
こ
と
に
よ
り
、
指
導
体

制
が
強
化
で
き
る
。
指
導
員
は
、
貯
金
・

共
済
推
進
業
務
を
外
し
、
営
農
指
導
に
専

任
さ
れ
て
い
る
。
様
子
を
見
て
協
議
し
て

行
く
。

【
問
】
町
長
は
度
々
子
牛
の
セ
リ
市
に
出

向
か
れ
て
お
り
、
生
産
者
も
心
強
く
感
じ

て
い
る
と
聞
く
。
先
の
報
道
で
は
、
牛
肉

の
輸
出
も
伸
び
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
ま

た
、
町
内
で
も
増
頭
を
目
指
す
農
家
も
見

受
け
ら
れ
る
。
今
後
、
畜
産
業
は
伸
び
行

く
可
能
性
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
が
、
町

内
の
畜
産
振
興
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

【
答
】
畜
産
は
本
町
の
重
要
な
基
幹
産
業

と
認
識
し
て
い
る
。
生
産
者
の
高
齢
化
等

に
よ
り
、
畜
産
農
家
、
飼
養
頭
数
が
年
々 尾上　忠保  議員

美
郷
町
内
に
お
け
る
畜
産
振

興
に
つ
い
て

日
本
国
憲
法
が
生
き
る
政
治

に
つ
い
て

国道388号　美郷町黒木～門川町庭谷間

WiFiフリー観光案内所
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４
月
の
熊
本
地
震
は
私
た
ち
自
身
も

そ
の
衝
撃
の
片
り
ん
を
体
感
し
ま
し
た

が
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
怪
我
を
さ
れ
た
方
々
の
一

日
も
早
い
回
復
を
、
ま
た
被
災
さ
れ
て

未
だ
に
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
方
々
に
は
、
一
日
も
早
い
復
旧
、

復
興
が
実
現
し
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
色
と
り
ど
り
の
紫
陽

花
が
私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
美
郷
町
の
三
大
祭
り
の
一

つ
、
御
田
祭
も
盛
会
の
う
ち
に
終
わ
り

梅
雨
明
け
が
待
ち
遠
し
い
と
こ
ろ
で

す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
年
４
回
の
定
例
議

会
後
に
編
集
作
業
を
行
い
、
翌
月
に
発

行
し
ま
す
。
審
議
の
内
容
や
議
会
活
動

を
お
伝
え
す
る
こ
と
で
町
民
と
議
会
を

つ
な
ぐ
役
割
を
担
う
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

町
民
の
暮
ら
し
と
関
心
事
が
議
会
に

反
映
さ
れ
、
議
論
さ
れ
る
、
そ
ん
な
町

議
会
で
あ
り
た
い
と
思
い
、
今
後
も
読

み
や
す
く
、
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り

に
す
る
た
め
、
新
た
な
紙
面
づ
く
り
を

目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
忌

憚
の
な
い
御
意
見
を
お
待
ち
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

（
編
集
委
員
）

　
　
　

委
員
長
：
小
路　

文
喜

　
　
　

副
委
員
長
：
那
須　

富
重

　
　
　

委　
　

員
：
甲
斐　

秀
徳

　
　
　

委　
　

員
：
小
田　

照
男

　
　
　

委　
　

員
：
新
玉　

卓
教

＝
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
＝

文教厚生常任委員会イチョウの木（町指定文化財）
樹勢回復状況調査

入郷地域開発期成同盟会役員会

熊本地震災害義援金贈呈

県道宇納間日之影線整備促進期成同盟会総会

４月
　７日／県等関係機関新年度挨拶まわり～８日
１２日／西郷中学校入学式
１３日／美郷南学園・南郷幼稚園合同入学（園）式
　　　　田代小学校入学式
　　　　美郷北学園小学部入学式
１４日／田代幼稚園・北郷幼稚園入園式
２５日／九州中央自動車道建設促進沿線議会期成会理事会
　
５月
　６日／入郷地域開発期成同盟会議長会
　　　　東臼杵郡町村議会議長会定期総会
１２日／日向市・東臼杵郡町村議会議長連絡会総会
　　　　産業建設常任委員会所管事務調査
１３日／美郷町商工会通常総会
１８日／文教厚生常任委員会所管事務調査
　　　　県町村議会議長会役員会
１９日／国保運営協議会
２０日／平成２８年度各種期成会総会
２３日／東臼杵郡監査委員協議会定期総会・研修会
２５日／入郷地域開発期成同盟会役員会
２７日／耳川広域森林組合第１６回通常総代会
３０日／全国議長研修会～３１日

６月
　２日／県道東郷西都線整備促進期成同盟会総会
　３日／議会運営委員会・全員協議会
　４日／みやざき県民総合スポーツ祭総合開会式
　６日／熊本地震災害義援金贈呈（熊本県町村議会議長会へ）
　７日／美郷町高齢者クラブ連合会総会
　８日／第２回定例会～１０日
１４日／日向土木事務所への要望活動
１７日／総務常任委員会所管事務調査
２３日／日向東臼杵広域連合議会運営委員会
２７日／県道宇納間日之影線整備促進期成同盟会総会
　　　　国道３８８号（門川～椎葉間）整備促進期成同盟会総会
２９日／議会広報特別委員会


